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【会社概要の紹介】
会社紹介
省エネ組織体制

【省エネ取り組み事例紹介】
1. 生産電力の省エネ事例
2. インフラ設備の省エネ事例
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社 名 ： 宮崎キヤノン株式会社
創 立 ： 1980年1月1日
操業開始 ： 1980年7月1日
資本金  ： 8,000万円
事業内容 ： デジタル一眼レフカメラ、ビデオカメラ

 EF/RFレンズ、実装部品

従業員数 ： 約900人
省エネ法 :  第二種エネルギー管理指定工場

わたしたちは、この理念のもと、文化、習慣、言語、民族などの違いを問わず、
すべての人類が末永く共に生き、共に働き、幸せに暮らしていける社会をめざします。
しかし、経済、資源、環境など…現在、地球上には共生を阻むさまざまな問題があります。
キヤノンは、共生に根ざした企業活動を通じて、これらを解消するため、積極的に取り組んで
いきます。真のグローバル企業には、顧客、地域社会に対してはもちろん、国や地域、地球や
自然に対してもよい関係をつくり、社会的な責任を全うすることが求められます。
キヤノンは、「世界の繁栄と人類の幸福のために貢献していくこと」をめざし、共生の実現に
向けて努力を続けます。

企業理念
『共生』



高鍋

熊本市

宮崎市

鹿児島市

鳥栖市

佐賀市

長崎市
波佐見町

大分市

延岡市

宮崎空港
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長崎キヤノン(株)

大分キヤノン(株) 安岐事業所

大分C
安岐事業所

231㎞ 3.1H

大分C
大分事業所

163㎞ 2.5H

大分C
日田事業所

263㎞ 3.5H

長崎C 372㎞ 4.5H

宮崎空港 35㎞ 43Ｍ

高鍋駅 2.2㎞ 7M

大分キヤノン(株)大分事業所

(会社からの距離/時間）

大分キヤノン(株) 日田事業所

宮崎キヤノン(株) 本社高鍋事業所



製品事業

実装事業

・一眼レフカメラ
・業務用ビデオ
・EF/RFレンズ

・ハード実装
・フレキ実装
・回路基板

仕様検討
・工程改善

部品加工事業

・組立治工具加工
・生産装置用部品加工

（組立）
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RFレンズ

EFレンズ

LENS

RF24-70mm 
F2.8L IS USM

RF24-105mm 
F4L IS USM

RF100-500mm 
F4.5-7.1L IS

RF24-105mm 
F4-7.1 IS STM

EF24-105mm
F4L IS Ⅱ USM

映画製作機器

業務用DVビデオ

XF605

RF14-35mm 
F4L IS USM

RF135mm 
F1.8L IS USM

RF70-200mm 
F4L IS USM

RF100-400mm 
F5.6-8 IS USM

EF70-200mm
F4L IS Ⅱ USM

EF100-400mm 
F4.5-5.6L IS Ⅱ USM

■レンズ生産の拡大による、レンズ主力生産拠点へ

カメラ

EOS 90D

一眼レフカメラ

XA60 XA75XA70

EOS C70EOS R5 C EOS C500 MarkⅡ EOS C300 MarkⅢ

R10-20mm F4 L 
IS STM
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宮崎キヤノン 会社紹介

約270ｍ

約150ｍ
第二駐車場
約153台

第一駐車場
約1431台

敷地面積は
東京ドーム5.6個分

工場棟の面積は
サッカー場

6面分 工場棟
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宮崎キヤノン 会社紹介

着荷

出荷

クリーンルーム
組立実装

とてもシンプルな
【モノの動線】に
なっています
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宮崎キヤノン 会社紹介 電気/受水槽

特高受電

・66,000Ⅴ受電（一回線）
・非常用発電機
屋内ディーゼル式発電機

750KVA × 1台
・高圧受電室/第1～5変電所

受水槽
・有効容量 300 ｍ³
※内、120ｍ³は、消火栓用

受水槽/受水槽ポンプ室

受電設備（特高受電）

各変電所（特高変電所・第1～第5）

9
9/34



熱源設備

・空冷ヒートポンプ
モジュールチラー × 5台

（北東、北西、南東、南西、付属棟）

※外調機/空調機に冷水・温水を供給。

モジュールチラー

OAU/AHU

夏期
中間期
①

中間期② 冬期 合
計

冷 暖 冷 暖 冷 暖 冷 暖

南 西
1

1
3 10 4 8 6 6 8 14

北 西
1

0
3 9 4 7 6 5 8 13

南 東
1

7
3 14 6 10 10 5 15 20

北 東
1

4
3 12 5 9 8 6 11 17

合 計 64 64 64 64 64

場所

モード

上記の表のように4系統のチラー毎に冷暖切替可能。
冷暖切替は、中央監視からのモード切替信号により切替。

10

宮崎キヤノン 会社紹介 熱源設備/空調機

FFU

空気調和設備

・外調機（OAU）× 14台
・空調機（AHU）× 38台

 （FFU）× 16台
 （PAC）× 103台
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圧縮空気設備

・コベルコ製コンプレッサー ×3台
ドライヤー ×3台

冷却塔 × 1台
冷却水ポンプ × 3台
エアタンク × 1台（25ｍ³）

設定圧力 ： 0.59MPa
（最大0.70MPa)

※PSA職場要求：0.70MPa

コンプレッサー/ドライヤーエアタンク

宮崎キヤノン 会社紹介 圧縮空気設備/水処理設備

水処理設備

・生産排水
（設備系、工程系、更新系、クローズド系）

設備系排水：中和処理後、下水放流。
（工程系排水も同様）

更新廃液：ローリーにて産廃処理。

クローズド系排水：再生処理後、再利用。

・雨水
調整池にて貯留後、河川放流。

水処理 レンズ洗浄機
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中央監視設備



省エネ組織

GCM分科会を中心として、
キヤノン本社と連携し、エネルギーの削減だけでなく、
製品ライフサイクルにおけるCO2排出量の低減など
活動範囲を拡大して活動を進めている。

単位組織責任者

EMS管理責任者

実行管理委員

社長

施設環境課、部門長

環境保証実行管理委員会

EMS事務局

各課所属長

エネルギーコスト削減WG

宮崎キヤノン株式会社

キヤノン株式会社

CEGS委員会

二次エネ コスト削減Gr.

遵法管理分科会

環境管理連絡会

A職場

B職場
GCM分科会

（グリーンコストマネジメント）

環境事務局

・
・
・

組織体制
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活動テーマ

事例1
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生産電力の省エネ事例
(キリキリ活動)



省エネ取り組み事例紹介

一般電力

56%

生産電力

41%

保安電力

3%
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圧空使用量(工場全体) 製造室1 使用電力量

製造室2 使用電力量

休日で無人なのに、
エアーを使用している！？
※平日と変わらない！

休日で無人なのに、
電力が使用されている！？
※平日と変わらない！

省エネ取り組み事例紹介
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①『休日の圧空エネルギー量』
2,000㎥/日 ＠7.4円
15千円/日
1,875千円/年

②『休日の生産電灯エネルギー量』
第一製造部:0.46kl/日
第二製造部:0.23kl/日
第三製造部:0.16kl/日
５,375千円/年

TTL金額 : 7,250千円/年
 82Kl/年

予想以上に
悪いなぁ・・・
なんとか対策を
しないと・・。

生産職場の協力を
得るにはどうしたもの

か？・・・。

活動内容 エネルギー管理システムを用いた生産電力の削減
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省エネ取り組み事例紹介

原因 : 待機電力・エアー漏れ

電磁弁SWが

運用されていない

無駄な電力発生
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省エネ取り組み事例紹介
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上層部へ周知徹底

GCM分科会での
周知徹底

GCM委員に個別
教育

啓蒙活動

省エネ標語の募集・表彰

国際的な省エネ活動
へ積極参加

全社を巻き込んだ活動を推進
意識の向上



省エネ取り組み事例紹介
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各ラインの責任者に教育・周
知を行い担当割をしました。

紐づけもバッチリです！
仕組みも作りました。

紐づけ表の作成 表示関係

チェックリストの作成



21

圧空使用量（工場全体)

製造部 使用電力量

省エネ取り組み事例紹介

【改善効果】82.8kl/年
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省エネ取り組み事例紹介

 

事務所 照明間引 通路 照明間引 点灯時間 短縮

工場棟庇照明制御の変更
日入時刻 ON
日出時刻 OFF

警備室に手元SWを設置
照明の制御を変更

トラックが作業している
時のみ点灯

【改善効果】4.4 kl/年 22/34



◼対象エリア：製造室

エアーリークディテクタを購入し
定期的にエアー漏れ是正活動を
製造部門を巻き込み実施中！

省エネ取り組み事例紹介

【改善効果】11.7kl/年 23/34



活動テーマ

事例2

インフラ設備の省エネ事例
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空調機（AHU）の送風機出力低減による省エネ（1/5）

インフラ設備の省エネ取り組みの一例として、
空調機（AHU）の送風機出力低減に関する取り組みを紹介する

空調機（AHU）とは
＝空気調和機、Air Handling Unit

冷暖房、換気、空気の清浄化を1台で行うデバイス
主にフィルター、熱交換器、加湿器、送風機等で
構成される

宮崎キヤノン 空調機

省エネ取り組み事例紹介
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空調機（AHU）の送風機出力低減による省エネ（2/5）

①空調機の給気温度 と ②空調エリアの室内温度 の差が小さい場合、
③送風機のINV周波数 を低下させることができる。

フ
ィ
ル
タ
ー

熱
交
換
器

（外気）

（給気）

（還気）

1℃差

→省エネできる

① ②

③
例）冷房動作時

（0℃～3℃程度）

省エネ取り組み事例紹介
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空調機（AHU）の送風機出力低減による省エネ（3/5）

【INV周波数低下による省エネのメカニズム（冷房を想定）】

空調機の送風機のINV周波数を低下させると、
送風機の回転数が低下し、給気風量が減少する。→消費電力低下

給気風量が減少しても、
熱交換器で取り去る熱エネルギー量は一定である為、
給気温度が低下する。

給気温度が低下しても、給気風量も減少しているため
室内温度は、ほぼ変化しない。

フ
ィ
ル
タ
ー

熱
交
換
器

⇒空調送風機動力の省エネ

省エネ取り組み事例紹介
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空調機（AHU）の送風機出力低減による省エネ（4/5）

【省エネ効果算出】

モーターの軸動力P1は、INV周波数の3乗に比例する。

前：30[kW]×240日×10時間   = 72,000[kWh/年]

後：30[kW]×240日×10時間×（40[Hz]/60[Hz]）^3 = 21,333[kWh/年]

P1[kW] ＝（f1[Hz] / f0[Hz]）^3 × P[kw]

例）30[kW]モータ送風機搭載 , 240日/年 , 10時間/日 の空調機
INV周波数60[Hz]→40[Hz] に低下させた場合、

約50,000[kWh]/年、 100万円/年 の省エネ ※¥20/kwh

周波数削減の

3乗に比例して
動力が減少

P1[kW]：省エネ後の消費電力
f1[Hz]：省エネ後のINV周波数

f0[Hz]：定格周波数
P[kW]：ファンの定格電力

（公式）

省エネ取り組み事例紹介
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【変更時の注意事項】

・給気温度が下がり過ぎ/上がり過ぎてないか
（目安 室温との温度差 5℃～7℃程度まで）

・吹き出し口、ダクトが結露していないか
※給気温度と室内露点温度の差が小さい場合は結露の恐れあり（目安2℃）

・室内の温度分布 や 換気量・CO2濃度が許容範囲内か
※換気量・CO2濃度が低下する場合は、OAダンパとRAダンパの開度を調整してOA風量を増加させると改善可能

・ダクトのサージング（異音・振動）が起きていないか

・INVの周波数は20Hz以上確保すること（モーター故障防止）

空調機（AHU）の送風機出力低減による省エネ（5/5）

省ネ取り組み事例紹介

【改善効果】97.5kl/年
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圧力を0.61Mpa→0.59Mpaに変更

コンプレッサーの圧力低減(工場棟)

【ボトルネック→実装 :PSA(窒素発生装置)】

減産の影響でPSAの負荷が減少している事を確認
→職場と調整を行い削減を実施。

PSA コンプレッサー

装置の必要圧力調査を実施

コンプレッサーの圧力低減(水処理用)

コンプレッサーPSA

メーカー及び品質確認を行い
7.5Mpa 6.2Mpa

【改善効果】11kl/年

省エネ取り組み事例紹介
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製造室1

天井裏
16台設置

HEPA

フィルター
中性能
フィルター

プレ
フィルター

【改善前】
365日24時間 運転中

人が居ない時間帯は停止できるのでは？
(生産が無い休日等)

ゴミの推移を確認しながら
停止しても問題が無いかを確認

製造部門・QA部門・企画部門・施設にて対応
パーティクルにてゴミの推移は変化無し→問題無
生産職場のゴミ不良率に変化無し→問題無

【改善後】
△125日の稼働停止

省ネ取り組み事例紹介
FFU稼働時間見直しによる省エネ

31/34



基板実装リフロー炉 遮熱塗装による熱効率改善

遮熱塗装により、実装リフロー炉の表面温度が低下（実績値▲3℃）

これにより、装置の熱損失が減り、省エネとなる。

→柔軟な発想で あらゆる無駄を改善し、省エネを推進している

実装リフロー炉：ユニット基板製作において、プリント基板と電子部品をはんだで接着させるための加熱炉のこと。

 はんだを溶融させるため、稼働時は約200℃まで装置内部を加熱する。

遮熱塗装 塗布後遮熱塗装 塗布前

省ネ取り組み事例紹介

32/34



省ネ取り組み事例紹介

エネルギー消費原単位の推移

0.0313

0.0296 0.0291
0.0275

0.0247

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

0.035

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

エネルギー消費原単位

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 平均原単位変化

エネルギー消費
原単位 0.0313 0.0296 0.0291 0.0275 0.0247 -

対前年比(％) 94.5 97.8 97.8 94.8 90.1 94.3
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私たち宮崎キヤノンは、
今後も省エネや、その他の様々な課題に
全従業員が一丸となって挑み続けます。

おわりに

ご清聴ありがとうございました。
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